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ユ乳児期にカウプ指数が20を超えた児の追及調査一

1研究第2部高．野 陽

．1　研 究目的

　乳幼児の体位の向上は，10年毎に報告されて疑る乳幼

犀身体発育調査報告・㌧をみても明らかであるg’かつで

は，栄養失調症対策が戦後初期までを含めて，栄養学φ

小児科学の中心であった。’そして， 「歩ちゃんマソク「

ル」などで肥満傾向にある乳幼児が各地で表彰台に登っ

たものである。戦後の混乱期を脱し，わが国が高度成長

経済の世の中になると，困民全体の食生活が改善され，

栄養失調症やビタミソ欠乏症などは，ほとんど臨床の場

から姿を消しなといってもよ嶋・くらいになった。と同時

に，栄養素の過剰による障害が見出されるようになって

栄養学においても，小児科学においても，また，学校保

健や成人保健の分野におヤ）ても肥満に討する関心が高ま

っ気きたことも雛実である。、

　さ℃乳児期における肥満壱よ乳児健康診査の現場に

おいて発見されており， その対策がいろいろと立てられ

て恥多ようである。しかし薯肥満乳児または肥満傾向に

ある乳児に対する指導も本来はIongitudinalな観察が

なされてこそ可能となるものと思われる。その意味で1

．貌児期に肥満だったものが幼児期にどのような状態にな

るがを’fo1【ow－upする必要があることが痛感させられ

る。

　そこで，われわれは，乳児期に肥満だらたものを対象

に1・満4歳に至るま』で』folbw一亘pした。そして｝乳児

期め肥満が幼児期に， いがなる状態になるがを知り，今

後の種西め指導の爽除に役立たせたし・と考えている。

π　研究対象・方法

　愛育病院産科にて昭和44年から3年間の間に出生し，

乳児期のほぼ毎月齢を愛育病院保健指導部にて保健指導

を受けている児のう1ちでレ．乳児期のある時期に一度でも

Kaup指数（以下K指数と略す）が20．0以上になった・も

のを選び出 して対象とした。1対象児は・男28例・一女23例

である。な諭　このなか比は，低出生体重児や症候性脾

満gものは含まれていない。

ごれら対象児につ墜、乳児期のほ晦脳（保騰

轟部の予約の関係で必ず しも全員が毎月齢受診 しては

いない）・幼児期で喫灘至るまで年坤の聯数の

foliow・upを行った。、体重および身畏は保健指導部受診

時礁計測専門職員によ？て計測された恒を用い．るこ 、ξに

した。また，こ こでいう月齢は， 該当月齢の0日齢から

29日齢までの問に含まれるものをいう。

皿　結 果

　1，対象児の年月齢別体位およぴK指数1

　第1表に示すような結果を得た。

　K指数の平均値は，男児では生後3カ月から9カ月ま

で・女児では生肇5・6力耳に20・0以上となマていう。

　2，　K指数の繹過

　工）　K指数20．0以上の初出現月齢

K撒がはじ麟O以蹟赫騰を第2表にかかげ

た。男児では生後2ヵ月琴す頂に7例（25・0％）がK指

数20，0以上を呈する。生後4ゆ月までには男児は57，2

％， 児39．2％がK指数が20，Q以上になっている5

　2）　K指数20．0以上持続期間

　第3蓑に示すような結果で1ヵ月聞だけであったもの

が最も多い。最長の持続を糸したものは，男児は生後2

ヵ月がらはじまづ乳児期1σヵ月闇と更に1歳の鯉診時犀

も鵬獅3砺ったものq例≧と』女児で雌鱒

ヵ月闇じまり韓の時を凱・を示し描のq 例≧が

あった⇔

　一般に，長期間持続するものは，比較的早い月齢にK

指数が20．0以上になゐたものである。‘

　3）　最高K値を呈する月齢

全対象中で最も大きいK指数は生後 6カ月に2宙5とい

う値を呈した女児で，』男児では，生後5ヵ月に23』0を記

録したものが最高値であった。　　　　　　、∫
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第1表　年月齢別KaUP指数及び体重。身畏

男 女

Kaup
体　　　重　　　身　　　長

Kaup
体　　　重　　　身　　　長

平剛灘 平均値榊稚鞠値騨腱平髄1羅 1標準偏差鞠値　　鞠値騨罷
出生時

ヵ月～

工3．5

6．6

9．1

0．0

0．1

0．1

0．2

0．2

9．8

0．0

9．4

8．3

8．3

7．3

6．9

1．0

．3

．4

．2

．1

．9

．8

．1

．6

．0

．0

．0

．0

．2

．0

3308

926

667

560

346

967

429

643

0171

0250

0501

0907

12231

3240

4831

340

19

21

95

67

27

96

594

53

74

04

91

060

183

340

49．7

4．4

8．8

1．6

4．1

6．8

8．2

9．6

1．8

1．4

3．5

α8

8．2

7．9

3．5

1．2

．7

．9

．7

．8

．0

．0

．4

．8

．0

．0

．3

．6

．4

．9

13．2

6．6

8．7

9．3

9．8

0．0

0．3

9．8

9．4

9．2

9．8

9．8

8．5

7．3

6．9

1．0

．0

．1

．5

．1

．9

．4

．0

．9

．1

．0

．1

．2

．1

．8

3276

948

457

375

910

604

092

383

800

782

0511

0524

0917

3090

5214

345

89

45

27

90

24

70

50

81

03

66

34

021

293

457

49．8

4．6

8．9

1．9

3．3

5．6

7．4

9．2

1．1

1．7

2．8

2．8

7．0

6．8

4．8

1．9

．8

．2

．1

．1

．3

．4

．9

．3

．1

．6

．9

．3

．5

．3

（体重：9．身畏＝㎝）

第2表　KaUP指数20．0以上初出現月齢 第3表　KaUP指数20．0以上持続期問

出生時

1カ月～

　2

　3

　4

　5

　6

　7

　8

　9

　10
r11

1年～
2年～
3年～

男

0例
0
7
9
2
3
3
2
1
0
1
0
0
0
0

一％

（25．O）

（32．2）

（7．1）

（10．7）

（10．7）

（711）

（3，6）

（3．6）

女

0 例

0
2
7
3
7
1
1
0、

1
1
0
0
0
0

一％

（8．7）

（30，5）

（13．1）

（30．5）

（4．3）

（4．3）

（4，3）

（4．3）

1ヵ月閥

　2

　3

　4

　6

　7

　8

　8

　9～

男

8例
5
1
3
1
3
2
3
2

（28．5）％

（17．9）

（3．6）

（10．7）

（3．6）

（10．7）

（7．1）

（10．7）

（7．1）

女

6例
1
2
2
4
1
3
3
1

（26．1）％

（4．3）

（8．7）

（8．7）

（17．4）

（4．3）

（13．1）

（13．1）

（4．3）

　それぞれの児のK指数が最高値を呈した月齢を第4表

に示した。男児は生後4カ月に最高値を量するものが最

も多く21。3％，女児では生後5ヵ月で26．1％である。女

児のながに1例1歳代の健診時に最高値を呈したものが

みられた。

　4）　出生時K指数と最高K指数との関係

　出生時K指数の平均値は，男13．5，女13．2とかつての

筆者3レの調査に比してやや高いが，出生時K指数をみた

だけでは，その児が肥満傾向を不すものであるか否かは

判定し難いもののようである。

　5）　幼児期のK指数との関係

　第1衷にみられるごとく，幼児期すなわち1，2およ

び3歳の時の指数は，男児が18．3，17。3および16．9とな

り，女児のそれも，18．5，17．3および16．9と漸減して

いる。

　しかし，乳児期各時期のK指数の平均値は，他の調査
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第4表 月齢別にみた最高KaUP指数出現頻度

男 女

出生時 0例 一　％ o例 一、

1カ月～ 0
一

0
一

2 0． 一
0

一
3 5 （17．9） 4 （17，4）

4 6 （21．3） 1 （4．3）

5 5 （17，9） 6 （26．1〉

6 5 （17．9） 3 （13．1）

7 2 （7，1） 3 （13．1）

8 3 （10．7） 1’ （4．3）

9 1 （3．6） 1 （4．一3）

工0 1 （3．6） 3 （13．1）

11 0
一

0
一

1　年 0
一

1 （4．3）

2　年
0

一
0

一

3　年
0

一
0

一

成績3，個6⊃に比較し て大きい値を示している。これは7

男。女児とも同じで，対象児は，乳児期においても肥満

傾向がみられるといえる。

　3．対象児の諸条件

　1）　対象児の栄養法

　一対象児の新生児室退室後4カ月未満の栄養法は次のと

おりである。母乳のみは，男児7例1 5， 0％，女児5例

21．8％， 人工乳のみで栄養されたものは男児7例25，0

％，女児9例39．1％となっている。

　なお，離乳開始については，保健指導部では生後4カ

月の受診時に指導することになっているが，肥満を理由

にして早期離乳（生後3ヵ月より〉となったものは，男

児3例，女児2例であった。

　2）父母の体格

　父母の体格についてはRohrer指数（以下R指数とす

る）により検討を加えたる

　男児の父のR指数は132，3士14．07母の指数は128，士

19．2，女児の父のR指数は13L2±14，1および母のそれ

は133．0±18．3 となっている。

　更にR措数が160．0以上のものは，父に1例（児は女

児で最高K指数は22。0），母に2例（児は女児で最高K

指数は22．1と21。9）だけで，一般に対象児の父母は特に

肥満傾向があるとはいえない。

　対象児の父母は，それほど強度な肥満がみられるとは

いえず，乳児期の肥満は父母の肥満との関係は著明では

ないのかもしれないが，ここでは明確にすることができ

　ない。

　W 、考　　　察

1乳児期にK指数が20，0を越えたものを対象児に4歳ま

でのfollow・up を行った。

　肥満児については， ．学童期を対象とした報告が多く乳

児についズは余り多くの報告をみない。これはヂこのわ　

れわれめ報告比も明らかなように， 乳児は月齢ととめに

体つきは次第仁細、くなっていき，特に下肢を用いる運動

が盛んに発達する月齢になづてくると・かなり肥満傾向

は解消されて．くる ものなのである1ω。それゆえ，一学童期

の肥満児より余り問題にされていないようであ為6しか

し， このような児も学童期や成人には再び肥満傾向が出

はじめてくることもあるので，臨床の場では決して安心

してはおれないことが強調されている2⊃。そのために長

い目で肥満乳児を観察・しなければならぬ二とはいうまで

もない。

　われわれは10ngitμd置ムalにfoIlow・upしている対象

について，そのK指数の経過をみてきていうわけである

が， それらの対象児は，ただ漢然とそのまま放置されて

いるわけでなく，哺乳時町 哺乳量隙乳回数など咽

汁栄養の方法， 離乳開始時期1離乳食内容，離乳進行方

法など離乳指導をはじめ，乳児体操など養護方法をその

都度医師ヂ保健婦1栄養士などからなされる◇そのよう

な対象児の経過を：fQllqw・upしてぎたわけであるが・対

象児の保育者はジそれぞれの児が肥満であることに対し

て十分自覚して，指導された礁項をきちんと守ってレ》る

ようで，肥満という；酢対する保儲の齢の深さが

わかる。ただし，こめ関心は肥満の保健学的関心・なの

か，難的な関碑あかはジいささか首をかしげた くな

る場合も決して少なくないことを筆者自身も経験．しな参

ら保健指導を担当して恥る葛

、、、

て，肥満乳児ぱ幼児期になれば，K指数はかなり低

下してくる． こ拠，幼児期になってからの身畏の伸畏』．

の割合の著明なζとにょることはいうまでもな島・が幼児

期の，K指数は，滴野3，“，や高石餌船川りなどの報告し

ている指数より大きい。すなわち，対象児のK指数酔み

一般児のK摺数よりもやや大きく，対象児は項児期犀な

　っても，まだ肥満傾向が残っていることになり∫その児1

の扱い方いかんによ』って1よ，1』幼児期以後に再び肥満に蓼

る危険性を含んでいる；iとを，示唆しているものといえ

　よう。r
　対象児の栄養法をみると，母乳のみが男児25ゆ％輯女

　児21洛％で， 人工乳が何らか0形で与えられているもの

　が75％以玉を占めている一ことがわかる。高野ら甑は栄養

　法別の1日当りの体重増加量を調査した際，人工栄養揖
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や混合栄養児の体重増加蹴が母乳栄養児のそれよりも大

　きかったことを知ったが，この瑛実からも，母乳栄養児

　よりも他の栄養により育てられている乳児の方が肥満に

なりやすいことがわかる。土屋ら8｝も母乳栄養児のK指

数が，人工および混合栄養児のそれよりも小さいことを

報告していることからも うなづける礁実である。

　同じく土屋ら8｝は，哺乳量と発育値との関係を述べて

いるが，哺乳量の多いものは体重も大きいことを報告し

ている。われわれの肥満児も，日比9，のいうように哺乳

回数は少なく，一回の哺乳量はたっぷりと多い。ここに

肥満乳児の栄養指導のボイソトがあるとされている。

　対象児のK指数が20，0以上になる月齢は，男児は生後

4ヵ月未満で57，2％ン女児では5ヵ月未満で52．3％で，

男児の方がやや早い。そして，この時期で肥満の範疇に

入れられたものは，K指数20．0以上の持続期間が長いこ

とがわかる。これは，娩児期の肥満は，乳児期前半の哺

乳に1巨要な関係があることが匪1らかである。これら，先

の哺乳回数および哺乳量からもいえることである。

　乳児期後半から幼児期にかけて接数が小さくなること

は，食欲の自己調節にもよるということと運動機能の発

達によることが理由としていわれている2｝。われわれの

対象で，K指数が20．0以上であった期間が畏かったもの

のうち，運動機能が特に遅れていたと思われるものはな

かった。これは，これら肥満乳児に対して早い時期から

「赤ちゃん体操」　（新赤ちゃん体操研究会考案のもの）

を指尋しているためと考えられる。

　乳児期の肥満には，養護面でのきめ細い指螺が大切な

ボイントになっていることを知ることができる。

　出生体重，出生時K指数は，決して大きくなく，最高

K指数との関係はそれほどはっきりしていない。また，

遺伝的索因として父母の体格を指標として，最高指数K

との相関をみたが，これも明確な関係は得られなかっ

た。乳児期の肥満は，遺伝的因子，出生時体位とは関係

は少なく，乳児個々の乳児期の条件にその原因が見出さ

れるものとみなしてもよいように思われる。例えぱ，栄

養摂取量がその1つとしてあげられよう。

V　結 論

　（2）乳児期の早い時期にK指数が20．0以上になったも

のほど20．0以上の持続期間が長い。

　（3）　出生時体位と最高K指数とは無関係である。

　（4）父母の体格との関係はない。

　稿を終るにあたり，国立公衆衛生院江口加代子研究員

の協力に謝意を表します。
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　乳児期にKaUP指数が20，0以上を呈した男児28例，

女児23例を対象として，4歳未満に至る間の経過を観察

した。

　（1）対象児のK指数は幼児期には小さくなるが，同年

月齢一般幼児のK指数よりも大きく夢体重は昭和45年厚

生省低愛育病院保健指導部受診児のそれよりも大き

い。
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